
注
好
選
・
探
要
法
花
験
記
の
漢
字
使
用
-
そ
の
量
的
構
造
-

磯
貝
　
淳
一

は
じ
め
に

本
稿
は
、
東
寺
観
智
院
蔵
注
好
運
・
醍
醐
寺
蔵
探
要
法
花
験
記
と
い
う
仏

教
説
話
・
霊
験
記
の
和
化
漢
文
を
取
り
立
て
、
和
化
漢
文
資
料
群
中
に
お
け

る
両
者
の
位
置
づ
け
を
考
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

こ
の
問
題
の
解
決
に
近
づ
く
た
め
に
は
、
語
桑
・
語
法
・
用
字
等
様
々
な

方
向
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
、
資
料
個
々
の
性
格
を
捉
え
、
他
資
料

と
の
比
較
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
し
か
し
、
和
化
漢
文
資
料
の
中
で

も
、
仏
教
説
話
や
霊
験
記
は
、
研
究
に
供
さ
れ
る
資
料
が
限
ら
れ
て
お
り
、

個
々
の
資
料
に
つ
い
て
も
基
礎
的
な
研
究
が
少
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
今

回
は
、
仏
教
説
話
・
霊
験
記
資
料
の
基
礎
的
研
究
と
し
て
、
巨
視
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
、
漢
字
使
用
の
概
観
を
行
う
こ
と
と
し
た
い
。

私
に
作
成
し
た
「
東
寺
統
智
院
蔵
注
好
退
漢
字
索
引
」
及
び
「
醍
醐
寺
蔵

探
要
法
花
験
記
漢
字
索
引
」
・
.
に
基
づ
き
、
漢
字
使
用
の
計
量
的
考
察
か
ら
、

和
化
漢
文
資
料
に
お
け
る
こ
れ
ら
二
資
料
の
位
置
づ
け
を
試
み
る
。

一
、
東
寺
観
智
院
蔵
注
好
運
の
漢
字
使
用

東
寺
観
智
院
蔵
注
好
選
に
は
、

延
べ
字
数
　
　
二
五
,
二
七
四
字

異
な
り
字
数
　
　
一
,
八
六
六
字

平
均
使
用
度
数
　
　
一
三
.
五

の
漢
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
苫
　
こ
れ
ら
の
使
用
度
数
を
基
準
に
ま
と
め
た

の
が
、
以
下
に
示
し
た
「
東
寺
観
智
院
蔵
注
好
達
漢
字
使
用
度
数
表
」
で
あ

る
。

東寺観智院蔵注好適漢字使用度数表

使 用度数 昇なり 延 べ

累 計

異 な り %̀ 】 延 べ {% }

50 0 ~ 40 1 2 9 09 2 ( 0 ,1 ) 909 ( 3 .6 )

40 0 ~ 3 0 1 4 1,46 7 6 ( 0 ,3 ) 2,37 6 ( 9,4 )

3 0 0 ~ 20 1 10 2 40 3 16 ( 0,9 ) 4、77 9 (18 ー9 )

20 0 ~ 15 1 5 8 27 2 1 ( 1.1 ) 5,60 6 (2 2,2 )

15 0 ~ 10 1 2 1 乙59 4 42 ( 2,3 ) 8,20 0 (32,4 )

100 ~ 9 1 2 197 44 ( 2 .4 ) 8.3 97 (33 ,2 )

9 0 ~ 8 1 12 1.0 19 5 6 ( 3,0 ) 9 .4 16 (37.3 )

8 0 ~ 7 1 ll 83 8 67 ( 3 .6 ) 10-25 4 (40 ,6 )

7 0 ~ 6 1 ll 7 29 78 ( 4 ,2 ) 10,98 3 (4 3,5 )

60 ~ 5 1 18 98 3 9 6 ( 5,1 ) ll,97 1 (47 ,4 )

50 ~ 4 1 3 1 1,4 28 12 7 ( 6 ,8 ) 13 ,39 9 (53 ,0 )

40 ~ 3 1 53 1,90 7 18 0 ( 9,7 ) 15 ,306 (60 ,6 )

30 ~ 2 1 88 2 .209 26 8 ( 14 14 ) 17▼5 15 (69 ,3 )

20 ~ 1 1 23 4 3.114 5 02 (26 ▼9 ) 20 ,6 29 (8 1,6 )

10 l̀3 48 0 5 50 ( 29 .5 ) 2 1.109 (8 3.5 )

9 5 2 4 68 6 02 (3 2,3 ) 2 1▼5 77 (8 5.4 )

8 4 7 3 76 64 9 (3 4.8 ) 2 1.95 3 (8 6.9 )

7 5 6 3 92 7 05 (3 7,8 ) 2 2▼3 45 (8 8,4 )

6 8 7 5 22 7 92 (4 2,4 ) 2 2.8 67 (9 0.5 )

5 9 7 4 85 88 9 (4 7,6 ) 23 ,35 2 (9 2.4 )

4 110 ヰlo 9 99 (53 、5 ) 23 ,79 2 (94 ,1 )

3 17 5 52 5 1,174 (6 2,9 ) 24 ,3 17 (96 ,2 )

2 2 65 53 0 1.4 39 (7 7.1 ) 24 .847 (98 .3 )

I 4 27 42 7 l▼8 66 (1∝, ) 25 ー2 74 ( 10 0 )

合計1.86625.274 /

こ
の
表
は
、
漢
字
の
使
用
度
数
を
区
切
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
度
数
に
お
け
る
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漢
字
の
異
な
り
字
数
と
延
べ
字
数
を
示
し
て
い
る
.
異
な
り
字
の
剛
%
ま
で

を
、
使
用
度
数
5
0
以
下
の
漢
字
が
占
め
て
い
る
。
全
体
を
概
観
す
る
と
、
使

用
度
数
の
さ
ほ
ど
高
く
な
い
漢
字
が
異
な
り
字
の
殆
ど
を
占
め
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
つ
。
次
に
使
用
度
数
の
上
位
に
あ
る
漢
字
を
具
体
的
に
示
す
た
め
、

使
用
度
数
5
 
1
以
上
の
漢
字
を
掲
げ
る
。
(
紙
幅
の
都
合
上
へ
漢
字
使
用
頻
度
の
全
例
を

掲
げ
る
こ
と
は
し
な
い
。
)

也
4
6
2
之
4
4
7
人
望
品
　
　
不
3
5
4
有
2
8
0
時
2
7
6
此
2
6
8
子
2
5
5
即
2
+
2

第
2
1
6
生
2
1
5
其
2

0
7
鳥
2
0
4
音
響
孟
天
ー～
8
俳
1
5
7
大
1

5
2
爽
1
4
9
元
1
4

9
吾
1

以
1
4
1
王
1
4
〇
五
1
3
3
中
1
3
。
一
品
故
1
2
2
四
1
 
1
8
母
1
 
1
7
上
1
 
1
6
可
1
 
1
6
如
1
 
1
5
身
1

得
1
 
1
 
3
日
1
 
1
 
2
行
1
 
1
 
2
退
1
 
1
 
2
後
1
 
1
0
是
1
 
0
4
見
9
9
汝
9
8
地
9
0
従
8
9
父
8
8
下
8
7

所

8

 

5

而

8

 

5

食

8

 

5

日

8

4

人

8

3

女

8

 

1

死

8

 

1

相

8

 

1

鳥

細

山

7

9

至

7

9

七

7

八
7
 
6
在
7
 
6
　
心
7
 
6
六
7
 
5
問
7
 
5
何
7
 
3
法
7
 
1
間
7
0
九
6
9
成
6
9
夫
6
 
8
言
6

家
6
 
6
百
6
 
6
名
6
5
又
6
4
於
6
3
世
6
2
令
5
 
9
知
5
 
9
師
5
 
9
作
5
 
8
等
5
 
8
出
5
 
6

我
56
千
5
5
金
5
5
文
5
4
欲
5
4
前
5
3
取
5
3
水
5
3
蔦
5

2
返
5
2
年
5
1
若
5
1

こ
れ
ら
使
用
度
数
上
位
の
漢
字
に
つ
い
て
概
観
を
行
う
と
以
下
の
よ
う
に

な
る
。O

「
人
」
「
天
」
「
傭
」
「
王
」
等
の
名
詞
類

①
昔
刃
有
十
之
日
為
天
下
有
大
早
(
上
2
6
ウ
2
)

②
即
側
問
羅
云
吾
弟
子
中
誰
烏
上
座
(
中
1
8
ウ
6
)

こ
れ
ら
は
、
主
に
名
詞
或
い
は
名
詞
の
造
語
成
分
と
し
て
使
用
さ
れ
る
漢

字
で
あ
る
。
O
　
こ
れ
ら
の
漢
字
が
上
位
に
存
す
る
こ
と
は
、
仏
教
的
な
内
容

を
持
つ
説
話
集
で
あ
る
当
該
資
料
の
特
徴
を
よ
く
表
し
て
い
る
と
言
え
よ

う
。

○
「
也
」
「
之
」
「
不
」
「
即
」
「
者
」
「
可
」
「
如
」
「
而
」
「
於
」
「
令
」
等
の
助
字
類
㌣

③
何
人
投
棄
造
俳
立
堂
我
又
同
人
側
(
中
2

。
オ
2
)

④
儀
了
作
必
死
剖
薬
(
中
2

6
ウ
-
)

O
「
こ
「
十
」
「
≡
」
「
五
」
「
二
」
「
四
」
「
七
」
「
百
」
「
千
」
「
蕎
」
等
の
数
詞
類

⑤
広
雅
云
天
去
地
1
喝
コ
川
川
六
千
七
~
可
八
十
一
里
半
也
(
中
-
オ
6
)

⑥
彼
此
命
終
生
天
上
コ
人
共
得
黛
(
中
3
1
ウ
2
)

O
「
此
」
「
是
」
等
の
指
示
代
名
詞
・
「
吾
」
「
汝
」
「
我
」
等
の
代
名
詞
の
類

⑦
即
従
此
巳
爽
播
殖
貴
命
也
(
上
4
ウ
2
)

⑧
目
連
語
大
衆
言
頚
等
処
々
而
聞
仏
声
常
有
側
如
聞
(
中
n
ウ
2
)

O
「
云
」
「
有
」
「
生
」
「
来
」
「
得
」
等
、
主
に
動
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
る
類

⑨
即
炎
中
村
十
三
才
許
童
顔
甚
妙
也
(
中
訴
ウ
5
)

⑳
又
討
更
不
爾
又
薗
早
刺
吾
出
法
会
(
中
2

9
ウ
6
)

二
、
醍
醐
寺
蔵
探
要
法
花
験
記
の
漢
字
使
用

醍
醐
寺
蔵
探
要
法
花
験
記
に
は
、

延
べ
字
数
二
七
」
二
七
五
字

異
な
り
字
数
二
七
八
三
字

平
均
使
用
度
数
-
五
'
四

の
漢
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
注
好
運
と
同
様
、
漢
字
の
使
用
度
数
に
基
づ

い
て
ま
と
め
た
の
が
、
次
頁
に
示
し
た
「
醍
醐
寺
蔵
探
要
法
花
験
記
漢
字
使

用
度
数
表
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
異
な
り
字
の
馴
%
ま
で
を
、
使
用
度

数
5
0
以
下
の
漢
字
が
占
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
表
の
後
に
は
使
用

度
数
5
1
以
上
の
漢
字
を
掲
げ
る
。
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醍醐寺蔵探要法花験記漢字使用度数表

使 用度 数

異なり 延べ 　　 累　　　　　　 計

異 な り (% ) 延 べ (% )

500 ~ 4 0 1 1 40 4 1 (0 ,0 5 ) 404 ( 1,5 )

40 0 ~ 3 0 1 4 1,28 2 5 ( 0,3 ) 1.68 6 ( 6 ,2 )

30 0 ~ 2 0 1 10 2,3 97 15 ( 0 ,8 ) 4 .08 3 (14,9 )

200 -- 15 1 10 1、75 1 25 ( 1.4 ) 5 .83 4 日 1.3 )

150 ~ 10 1 2 4 2.93 4 49 ( 2.7 ) 8 ,76 8 (3 2,0 )

100 ~ 9 1 1 9 4 5 0 ( 2,8 ) 8.86 2 (3 乙4 )

9 0 ~ 8 1 7 5 94 57 ( 3,2 ) 9 .4 5 6 (3 4,5 )

80 ~ 7 1 18 1,3 7 2 7 5 ( 412 ) 10.82 8 (3 9,6 )

7 0 ~ 6 1 2 1 1,3 85 9 6 ( 5,4 ) 12,2 13 (44 .6 )

60 ~ 5 1 29 1,5 74 12 5 ( 7,0 ) 13 .787 (5 0,4 )

50 4 1 39 1,7 6 1 16 4 ( 9,2 ) 15 .5 48 (5 6,8 )

40 ~ 3 1 55 1.9 54 2 19 ( 12,3 ) 17.5 02 (6 3 ,9 )

30 ~ 2 1 112 2,8 20 33 1 ( 18,6 ) 20 ,3 22 (7 4、2 )

20 ~ 1 1 190 2,8 3 0 52 1 (2 9▼2 ) 23 .15 2 (8 4.6 )

10 3 4 34 0 5 55 (3 1,0 2 3.49 2 (8 5.8 )

9 39 35 1 59 4 (3 3,3 ) 23 .84 3 (8 7,1 )

8 4 8 38 4 64 2 (3 6▼0 ) 2 4.2 27 (8 8,5 )

7 5 9 4 13 70 1 (39 .3 ) 24 Ⅰ" 0 (9 0,0 )

6 6 5 39 0 76 6 (4 3,0 ) 25 ,03 0 (9 1,4 )

5 10 0 50 0 86 6 (43 .6 ) 2 5.53 0 (9 3,3 )

4 12 4 49 6 9 90 (55 .5 ) 2 6.02 6 (9 5.1 )

3 16 5 49 5 1 ,15 5 (6 4,8 ) 2 6,52 1 (9 6,9 )

t 226 45 2 1、3 8 1 (7 7,5 ) 2 6,97 3 (9 8,5 )

1 40 2 40 2 1 .7 83 (K 氾 ) 27 .37 5 (100 )

合計1,78327,375/ /

法
4
0
4
人
c
o
 
c
o
不
3
 
0
 
1
経
3
 
0
 
1
花
2
9
 
4
也
2
 
6
 
1
之
2
5
 
4
日
2
 
5
 
2
時
2
3
 
6
大
2
2
 
8
有
2
2
4

諦
2
2
2
生
2
 
1
9
即
2
0
7
備
1
9
7
以
1
9
3
是
1
9
3
天
1
7
6
此
1
 
7
3
者
1
 
7
3
我
m
師
1
 
6
3
来
1
 
5
8

其
1
 
～
4
見
讐
品
如
1
4
4
間
1
 
4
。
中
1
 
3
2
十
1
 
3
 
1
日
1
2
7
而
1
 
2
7
年
1
2
6
鳥
1
 
2
4
倍
1

後
1
2
2
心
1
2
1
所
1
 
1
8
身
1
 
1
8
元
1
 
1
3
至
1
 
1
3
山
聖
石
1
 
1
 
1
王
1
 
1
 
1
行
1
 
1
。
於
1
0
8
聖
1

道

1

 

0

 

1

等

9

 

4

人

9

 

0

出

8

 

8

得

8

7

又

8

3

上

8

2

五

8

2

若

8

2

四

8

0

寺

8

 

0

明

8

0

臭

8

0

言

8

0

願

8

0

門

7

 

9

二

7

 

8

世

7

 

7

持

7

5

汝

7

 

5

七

7

3

深

7

3

然

7

 

3

日

7

 

3

今

7

 

2

夢

7

2

浮

7

2

可

7

 

0

妙

7

0

比

7

0

夜

6

9

　

巳

6

9

乗

6

 

8

図

6

 

8

故

6

 

8

問

6

7

衆

6

 

6

諸

6

 

6

讃

6

 

6

住

6

5

子

6

5

下

6

4

方

糾

丘

6

3

受

6

2

在

6

 

2

女

6

2

作

6

八

6

0

鈴

6

0

知

5

9

事

5

7

従

5

7

本

5

 

7

苦

5

 

6

遠

5

 

6

供

5

5

依

5

 

5

告

5

5

観

5

 

5

語
5
 
5
成
5
 
4
悲
5
 
4
沙
5
 
4
説
5
 
4
往
5
 
3
念
5
 
3
何
5
 
2
黛
5
 
2
菩
5
 
2
部
5
 
2
番
5
 
2

六
5
1
力
5
1
干
5
1
皆
5
1
錐
51

以
下
、
使
用
度
数
上
位
の
漢
字
群
を
概
観
す
る
。

○
「
人
」
「
法
」
「
経
」
「
花
」
「
傭
」
「
天
」
「
僧
」
等
の
名
詞
類

①
夫
妙
謝
蓮
欄
紺
者
常
住
不
老
之
方
種
智
還
年
之
薬
也
(
上
-
オ
2
)

②
其
罪
鎖
壷
普
生
十
方
俳

~
前
(
上
2
0
ウ
3
)

こ
れ
ら
の
漢
字
は
、
主
に
名
詞
或
い
は
名
詞
の
造
語
成
分
と
し
て
使
用
さ

れ
る
。
こ
れ
ら
の
漢
字
が
繰
り
返
し
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
当
該
資
料

が
法
華
経
霊
験
譜
の
集
成
で
あ
る
こ
と
と
深
く
関
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

O
「
不
」
「
也
」
「
之
」
「
即
」
「
者
」
「
如
」
「
而
」
「
於
」
等
の
助
字
類

③
瑚
頭
1
巻
畢
置
経
案
上
其
経
踊
空
巻
而
置
机
(
下
8
ウ
5
)

④
増
賀
聖
人
劃
参
議
橘
恒
平
卿
剥
子
息
也
」
J
(
K
-
ウ
8
)

O
「
一
」
「
l
二
」
「
十
」
「
五
」
「
四
」
「
二
」
「
七
」
「
八
」
「
六
」
「
千
」
の
数
詞
類

⑤
有
」
比
丘
修
行
諸
国
迷
山
路
失
方
角
〒
1
4
ウ
7
)

⑥
時
源
等
捧
経
巻
従
第
7
巻
至
第
州
巻
高
聾
讃
謂
(
上
n
ウ
5
)

O
「
是
」
「
此
」
「
其
」
等
の
指
示
代
名
詞
・
「
我
」
「
汝
」
等
の
代
名
詞
の
類

⑦
謝
在
生
間
殺
生
放
逸
元
悪
不
進
也
(
上
1

6
ウ
3
)

⑧
更
有
大
城
相
去
四
五
里
次
第
有
三
十
二
大
城
惑
則
地
獄
也
(
上
2

。
ウ
～
)

O
「
日
」
「
有
」
「
諦
」
等
、
主
に
動
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
る
類

⑨
父
母
不
信
而
田
町
以
知
之
(
M
-
S
オ
2
)

⑳
深
費
道
心
偏
諭
1
乗
遂
費
願
書
寓
法
花
一
部
以
烏
持
経
(
下
2
3
オ
"
0

三
、
和
化
漢
文
資
料
に
お
け
る
二
資
料
の
位
置
づ
け

1
周
辺
漢
文
資
料
と
の
比
較

こ
れ
ま
で
に
概
観
を
行
っ
た
注
好
運
・
探
要
法
花
験
記
の
漢
字
使
用
に
つ

い
て
、
そ
れ
が
和
化
漢
文
を
中
心
と
す
る
他
の
漢
文
資
料
と
比
較
し
て
ど
の
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よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
を
考
え
て
み
た
い
。
先
学
が
行
っ
た
同
様
の
調

査
の
デ
ー
タ
を
参
照
し
て
比
較
を
行
う
。
対
象
と
す
る
の
は
、
以
下
に
掲
げ

た
1
 
0
資
料
で
あ
る
P
O
(
次
貞
義
に
結
果
を
ま
と
め
た
。
)

古
都
記
(
小
林
芳
規
氏
の
調
査
に
よ
る
。
「
古
事
記
音
訓
表
(
下
)
」
)
へ
　
日
本
書
紀
(
白
藤
轟
華

氏
の
調
査
に
よ
る
「
日
本
書
紀
の
字
典
に
つ
い
て
」
)
、
続
日
本
紀
(
星
野
聡
氏
の
調
査
に
よ
る

「
続
日
本
紀
総
索
引
」
)
、
将
門
記
(
浅
野
敏
彦
氏
の
調
査
に
よ
る
。
「
真
椙
寺
本
将
門
記
の
漢

字
・
漢
語
に
つ
い
て
の
1
考
察
」
)
、
尾
張
国
解
文
(
三
保
忠
夫
氏
の
調
査
に
よ
る
。
「
尾
張
国

解
文
宝
生
院
本
に
お
け
る
漢
字
に
つ
い
て
」
)
、
御
堂
関
白
記
(
前
田
吉
成
氏
の
調
査
に
よ
る
。

「
記
録
の
漢
字
」
)
へ
小
右
記
(
浅
野
敏
彦
氏
の
調
査
に
よ
る
。
「
平
安
時
代
公
家
日
記
の
漢
字

-
r
権
記
』
寛
弘
七
年
一
年
間
の
漢
字
-
」
)
、
権
記
(
同
右
)
、
高
山
寺
本
古
往
来
(
同
右
)
、

大
日
本
国
法
華
経
験
記
(
藤
井
俊
博
氏
作
成
の
「
漢
字
頬
度
衷
」
r
大
日
本
国
法
華
経
験
記
校

本
・
索
引
と
研
究
J
所
収
を
元
に
私
に
算
出
し
た
。
)

漢
字
の
延
べ
字
数
と
異
な
り
字
数
を
比
較
す
る
。

各
資
料
の
延
べ
字
数
は
大
き
く
異
な
る
も
の
の
、
異
な
り
字
に
注
目
す
る

と
、
あ
る
傾
向
性
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
ず
、
古
記
録
(
御
堂
関

自
記
・
小
右
記
・
権
記
)
　
の
異
な
り
字
数
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。
文
章
畳
(
延
べ
字
数
)
　
の
少
な
い
御
堂
関
自
記
は
措
く
と
し
て
も
、

大
凡
九
〇
〇
～
二
〇
〇
〇
字
程
度
の
異
な
り
字
を
使
用
し
て
い
る
O
こ
れ

と
類
似
の
値
を
示
す
の
が
尾
張
国
解
文
・
高
山
寺
本
古
往
来
で
あ
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、
史
書
で
あ
る
日
本
書
紀
・
続
日
本
紀
は
三
ー
五
〇
〇
字
程
度
と

取
り
上
げ
た
資
料
中
最
も
多
い
異
な
り
字
数
と
な
っ
て
い
る
。
大
日
本
国
法

華
経
験
記
(
以
下
法
華
経
験
記
と
略
称
す
る
)
・
注
好
適
・
探
要
法
花
験
記
・
古
事

記
・
将
門
記
と
い
っ
た
説
話
に
類
す
る
資
料
は
、
中
間
の
様
相
を
示
し
、
二
ー

0
0
0
-
二
四
〇
〇
字
で
あ
る
。

探

要

法

花

験

記

注

好

適

大
日
本
国
法
華
経
験
記

高
山
寺
本
古
往
来

権

記

小

右

記

御

堂

関

自

記

尾

張

国

解

文

将

門

記

続

日

本

紀

日

本

書

紀

古

事

記

資

料

二
七
」
ニ七
五

二
五
」
]P
四

四
九
」
石
五

六
RE)宍

A
,〇
七
二

一0
d
宍

二
,○
宍

七
,宍
五

.0
尋

三

三
一八
」
宍

一<
H
宍
六

四
五
」
二
七

延
べ
字
数

-
,七
八
三

r
ォ
<

二
,〇
八
九

I
,〇
七
九

八
会

-
,○
至

望
二

一
,
一七
セ

H
O
九

三
」
ニ
=
ニ

≡
,五
望

-
,四
八
二

異
な
り
字
数

芸
.四

三
.五 '<

<
0

礼
.
一

九
.九

也
.七

㌢
五

r
*

矢

.四

至
.也

三
〇
.五

平
均
使
用
度
数

以
上
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

異
な
り
字
数
多

史
　
　
　
書
　
日
本
書
紀
・
続
日
本
紀

霊
験
記
・
説
話
　
法
華
経
験
記
・
探
要
法
花
験
r
o
.
注
好
,
q
・
将
門
甲
古
事
記

文
書
・
古
往
来
　
尾
張
国
解
文
・
高
山
寺
本
古
往
来
・
小
右
記
・
権
記
・
御
堂
関
白
記

・
古
記
録

異
な
り
字
数
少
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史
書
が
最
も
異
な
り
字
数
が
多
く
、
次
い
で
霊
験
記
・
説
話
、
文
書
・
古

往
来
・
古
記
録
と
減
少
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
と
、
資
料
の
特
性
と
を
そ
の

ま
ま
結
び
つ
け
て
考
え
る
こ
と
は
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
大
凡
正

格
漢
文
に
近
い
と
さ
れ
る
史
書
、
表
現
の
多
様
さ
が
見
ら
れ
る
霊
験
記
・
説

話
に
お
い
て
漢
字
の
異
な
り
数
が
多
く
、
こ
れ
ら
の
資
料
に
比
し
て
類
型
的

表
現
が
多
く
な
る
文
書
・
古
往
来
・
古
記
録
で
は
異
な
り
数
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
ヮ
.

本
稿
に
お
い
て
特
に
問
題
と
す
る
注
好
選
・
探
要
法
花
験
記
に
目
を
向
け

る
と
、
両
資
料
は
異
な
り
字
数
が
近
似
の
値
を
示
し
て
い
る
。
比
較
を
行
っ

た
法
華
経
験
記
も
同
様
の
結
果
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
説
話
・
霊
験
記
の
資
料

は
、
異
な
り
字
の
漢
字
使
用
に
お
い
て
類
似
の
性
格
を
有
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。

2
助
字
の
使
用
に
見
る
注
好
適
・
探
要
法
花
験
記
の
特
徴

続
い
て
、
当
該
資
料
の
漢
字
使
用
の
性
格
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
、
使

用
度
数
が
上
位
の
漢
字
を
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。
比
較
の
対
象

と
す
る
の
は
助
字
の
類
で
あ
る
。
こ
れ
ら
助
字
の
類
は
、
文
章
内
容
に
関
わ

る
使
用
の
多
寡
が
他
の
語
に
比
し
て
少
な
く
、
資
料
の
比
較
に
際
し
て
指
標

と
す
る
に
適
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

注
好
運
・
探
要
法
花
験
記
と
他
の
和
化
漢
文
資
料
と
に
お
け
る
助
字
の
類

の
使
用
を
比
較
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
使
用
度
数
の
上
位
に
見
ら
れ

る
助
字
を
掲
げ
て
い
る
咽
。
(
各
漢
字
に
付
し
た
算
用
数
字
は
、
上
段
が
使
用
度
数
・
下

段
が
使
用
度
数
に
基
づ
く
願
位
で
あ
る
。
)

古
　
事
　
記
　
之
誓
　
者
o
v
o
　
而
票
　
也
等
　
於
」
s

l

日
本
書
紀
之
㌻
於
苧
　
而
H
I
。
不
詳
也
諾

l

 

1

 

1

将

門

記

之

於

。

。

o

o

r

-

>

而

者

9

2

8

不

9

1

9

也

。

¥

。

。

尾
張
国
解
文
　
之
間
1
　
不
O
u
l
　
者
6
 
5
7
　
被
6
 
1
9
　
也
。
。
^
H
　
而
5
 
7
1

御
堂
関
自
記
　
(
上
位
3
 
0
字
以
内
に
無
し
)

法
華
経
験
記
　
不
等
　
之
s
*
(
臭
S
s
　
於
豊
　
也
1
 
8
 
。
盟

注
　
好
　
達
　
也
v
o
-
I
　
之
-
4
-
r
4
　
不
捌
6
　
即
2
;
~
者
<
*
u
;

探
要
法
花
験
記
　
不
%
*
　
也
　
　
之
捌
8
　
即
禦
U
　
者

第
一
に
看
取
さ
れ
る
の
は
、
古
記
録
に
は
使
用
度
数
上
位
に
助
字
が
現
れ

な
い
と
い
う
点
で
あ
る
㌣
。
御
堂
関
自
記
以
外
の
資
料
で
は
、
字
種
の
異
な

り
は
あ
る
も
の
の
、
助
字
類
が
上
位
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
古
記
録

が
他
の
字
に
比
し
て
助
字
類
を
さ
ほ
ど
多
く
使
用
し
な
い
こ
と
を
示
し
、
こ

の
ジ
.
 
+
ン
ル
の
和
化
漢
文
資
料
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

続
い
て
、
助
字
類
の
字
種
に
つ
い
て
、
そ
の
使
用
度
数
の
順
位
に
違
い
が

存
す
る
こ
と
に
気
付
く
。
古
事
記
・
日
本
書
紀
・
将
門
記
・
尾
張
国
解
文
で

は
、
第
1
位
が
「
之
」
で
あ
り
、
法
華
経
験
記
・
探
要
法
花
験
記
で
は
「
不
」
、

注
好
遇
で
は
「
也
」
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
「
之
」
が
第
1
位
の
資
料
は
、

そ
れ
ぞ
れ
2
位
と
の
度
数
の
差
が
大
き
く
、
「
之
」
の
使
用
が
目
立
つ
。
「
之
」

の
使
用
に
お
い
て
、
古
事
記
・
日
本
書
紀
・
将
門
記
・
尾
張
国
解
文
の
グ
ル

ー
プ
と
そ
れ
以
外
の
グ
ル
ー
プ
と
に
差
異
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
る
㌣

ま
た
法
華
経
験
記
と
探
要
法
花
験
記
に
お
け
る
助
字
類
の
最
上
位
は
ど
ち
ら

も
「
不
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
他
の
資
料
に
は
見
ら
れ
な
い
傾
向
で
あ
っ
て
、

-22　-



霊
験
記
の
類
の
助
字
使
用
が
類
似
の
傾
向
を
示
す
結
果
と
考
え
ら
れ
る
=
.
0

さ
て
、
こ
こ
で
本
稿
で
取
り
立
て
る
注
好
選
と
探
要
法
花
験
記
に
注
目
す

る
と
、
他
の
資
料
に
見
ら
れ
な
い
傾
向
と
し
て
、
「
也
」
が
多
く
使
用
さ
れ

て
い
る
点
を
指
摘
で
き
る
。
「
也
」
は
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
に
お
い
て
、

①
開
閉
之
時
在
嬰
化
人
始
称
皇
持
世
助
人
其
皇
頭
十
二
倒

②
其
臭
香
不
可
近
右
髪
左
誉
疋
鬼
望
同
右
・
中
等
～
)
 
(
注
好
学
上
3
オ
4
)

③
天
竺
鳩
摩
羅
什
三
蔵
者
秦
日
量
寿
亀
遊
園
之
人
側(

探
要
法
花
験
記
・
上
4
ウ
-
)

④
有
壁
告
戯
日
我
是
汝
父
倒
(
同
右
・
下
1
 
1
オ
7
)

の
よ
う
に
使
用
さ
れ
、
文
末
に
位
置
し
て
断
定
の
意
を
示
す
用
法
を
担
う
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
加
点
の
実
態
か
ら
日
本
語
の
助
動
詞
「
ナ
リ
」
の
表
記

と
し
て
用
い
ら
れ
た
蓋
然
性
が
高
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
㌣

と

　

　

す

ヤ

L

)

　

す

ト

ナ

ヒ

　

に

　

シ

ナ

る

ヒ

　

　

　

　

　

　

　

k

抄

⑤
故
思
日
非
爾
(
～
)
弗
感
非
我
、
莫
識
此
是
法
花
三
昧
前
方
便
也

(
探
要
法
花
験
記
・
上
7
オ
1
 
1
)

は~　　　　　　なり

⑥
塞
是
大
師
之
力
~
也
~
(
同
右
・
上
9
ウ
5
)

た

り

　

　

ヒ

　

　

　

　

　

ヒ

　

　

せ

り

　

　

　

　

t

　

ヒ

　

　

　

　

　

の

⑦
即
生
不
動
国
。
彼
在
世
之
時
事
-
宮
津
柴
経
一
巻
.
然
汝
詞
-
経
助
披

*

サ

　

　

　

　

　

　

i

t

 

i

*

B

~

善
(
M
)
故
地
　
(
K
-
2
オ
9
)

そ
の
使
用
度
数
を
見
る
と
、
注
好
選
で
は
全
漢
字
に
お
け
る
第
1
位
で
あ

る
。
探
要
法
花
験
記
で
は
、
第
7
位
で
あ
る
も
の
の
、
助
字
類
で
は
第
2
位

で
あ
っ
て
、
し
か
も
第
1
位
と
の
使
用
度
数
に
比
較
的
差
が
無
い
。
他
の
資

料
で
は
、
古
事
記
(
第
1
 
3
位
)
・
日
本
書
紀
(
」
)
将
門
記
(
S
3
)
'
尾
張
国
解
文

(
S
)
法
華
経
験
記
(
4
9
)
と
な
っ
て
お
り
、
斯
か
る
「
也
」
の
使
用
は
顕
著

な
傾
向
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

こ
の
注
好
適
・
探
要
法
花
験
記
に
共
通
に
見
ら
れ
る
「
也
」
の
使
用
は
、

ど
の
よ
う
な
要
因
に
支
え
ら
れ
て
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
注
好
適

・
探
要
法
花
験
記
に
共
通
す
る
の
は
、
こ
れ
ら
が

①
仏
教
的
な
事
柄
を
題
材
と
し
て
い
る

②
説
話
・
記
に
属
す
る
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る

と
い
う
点
で
あ
る
。
当
該
資
料
が
「
説
話
」
や
「
記
」
に
属
す
る
文
章
で
あ

る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
叙
述
の
形
式
と
し
て
「
～
也
」
型
の
文
が
多
く
な
る

の
は
自
然
な
こ
と
と
考
え
ら
れ
、
使
用
度
数
が
多
い
こ
と
も
こ
の
文
章
の
特

徴
が
反
映
し
た
も
の
と
解
釈
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
当
該
の
漢
字
使
用
を
仏
教
説
話
や
霊
験
記
の
類
に
特
徴

的
な
も
の
と
仮
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の

は
、
法
華
経
験
記
は
探
要
法
花
験
記
と
同
様
、
霊
験
記
に
属
す
る
資
料
で
あ

っ
て
、
こ
れ
が
「
也
」
を
多
く
使
用
し
て
は
い
な
い
点
で
あ
る
。
こ
の
問
題

を
解
決
し
、
先
に
行
っ
た
仮
定
の
立
証
に
近
づ
く
た
め
に
、
次
項
に
お
い
て

確
認
の
作
業
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

四
、
探
要
法
花
験
記
と
法
華
伝
記
-
助
字
使
用
の
和
化
に
つ
い
て
1

探
要
法
花
験
記
の
主
要
な
出
典
の
一
つ
と
し
て
、
唐
代
に
成
立
し
た
法
華

伝
記
が
あ
る
。
こ
の
法
華
伝
記
の
漢
字
使
用
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
探
要
法

花
験
記
の
漢
字
使
用
の
位
軍
つ
け
を
試
み
る
。
法
華
伝
記
全
1
 
8
 
1
話
の
内
、
探

要
法
花
験
記
の
出
典
と
認
め
ら
れ
る
4
2
話
に
つ
い
て
使
用
漢
字
の
調
査
を
行

っ
た
。
そ
の
結
果
を
以
下
に
示
す
。

延
べ
字
数
　
一
〇
ー
〇
二
字

異
な
り
字
数
　
一
ー
三
八
一
字

平
均
使
用
度
数
　
　
七
'
二
五

文
章
量
(
延
べ
字
数
)
が
少
な
い
た
め
か
、
異
な
り
字
数
が
や
や
少
な
い
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値
と
な
っ
て
い
る
。
さ
て
、
当
該
資
料
の
具
体
的
な
漢
字
の
使
用
を
見
る
た

め
、
以
下
に
使
用
度
数
上
位
の
漢
字
を
示
す
㌣

法

1

4

4

諦

1

2

4

不

1

 

1

5

人

1

 

1

 

2

華

1

0

6

経

1

0

5

一

9

0

生

8

9

有

8

2

而

7

9

天

7

～

之

7

 

1

以
7
 
0
中
6
7
聞
6
 
7
大
6
+
糾
俳
糾
三
6
3
是
6
2
見
6
 
2
鳥
5
 
8
師
5
 
8
此
5
 
7

如
5
 
5
時
5
 
4
　
日
5
 
4
其
5
 
2
於
5
 
2
身
5
 
2
揮
5
 
1
寺
5
 
0
王
4
9
爽
4
 
7
行
4
7
所
4
 
6

者

4

 

6

無

4

5

僧

4

4

至

4

 

1

出

4

0

山

4

0

即

4

0

日

4

0

也

3

 

9

二

3

 

9

巳

3

 

9

日

3

 

9

慧

3

 

8

在

3

5

得

3

5

汝

3

5

七

3

4

衆

3

4

言

3

4

道

3

3

方

3

2

説

3

2

若

3

2

受

3

 

1

故

3

1

明

3

1

下

3

0

年

30

心

3

0

門

3

0

こ
れ
ら
の
漢
字
の
内
、
助
字
類
は
、

不

 

1

1

5

 

3

　

而

 

7

9

 

1

0

 

之

7

1

 

1

2

 

於

5

2

 

2

9

の

よ

う

に

現

れ

る

(

算

用

数

字

上

段

は

使

用

度

数

・

下

段

は

使

用

度

数

に

基

づ

く

順

位

)

。

前

項

に

お

い

て

注

好

選

・

探

要

法

花

験

記

に

見

ら

れ

た

「

也

」

の

多

数

の

使

用

は

、

本

資

料

に

お

い

て

は

認

め

ら

れ

な

い

。

「

也

」

の

使

用

度

数

は

、

3

9

で

あ

り

順

位

は

第

4

5

位

と

か

な

り

低

く

な

っ

て

い

る

。

こ

の

こ

と

か

ら

、

本

資

料

の

漢

字

使

用

の

実

態

は

、

探

要

法

花

験

記

と

は

異

な

っ

て

い

る

こ

と

が

分

か

る

。

「

法

:

A

~

や

「

不

」

が

上

位

に

く

る

こ

と

を

考

え

れ

ば

、

寧

ろ

法

華

経

験

記

に

近

い

状

況

で

あ

る

と

認

め

ら

れ

よ

う

。

出

典

と

そ

れ

に

基

づ

く

和

化

漢

文

資

料

と

い

う

近

い

関

係

に

は

あ

り

な

が

ら

、

探

要

法

花

験

記

と

法

華

伝

記

と

で

「

也

」

の

使

用

順

位

が

大

き

く

異

な

る

の

は

ど

の

よ

う

な

理

由

に

よ

る

の

で

あ

ろ

う

か

。

こ

の

こ

と

は

、

探

要

法

花

験

記

に

お

い

て

「

也

」

が

添

加

さ

れ

る

場

合

が

多

い

こ

と

に

拠

る

も

の

と

考

え

ら

れ

る

。

両

資

料

の

同

文

的

箇

所

(

説

話

)

を

比

較

す

る

と

、

全

4

0

9

例

の
添
加
違
認
め
ら
れ
る
o
こ
の
内
、
助
字
が
添
加
さ
れ
る
の
は
1
1
2
例
、
そ

の
中
で
「
也
」
は
4
9
例
存
し
、
助
字
の
中
で
は
添
加
が
最
も
多
く
認
め
ら
れ

る
も
の
で
あ
る
。
反
対
に
「
也
」
が
探
要
法
花
験
記
に
お
い
て
削
除
さ
れ
る

の
は
、
1
例
の
み
で
あ
っ
て
、
「
也
」
の
添
加
が
一
方
向
的
な
も
の
で
あ
る

こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
、
中
国
の
出
典
に
存
し
な
い
漢
字
が
、
日
本
の
側

に
お
い
て
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
正
格
漢
文
・
 
~
が
「
和
化
」

し
た
姿
の
一
つ
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
以
下
に
、
探
要
法
花
験

記
と
法
華
伝
記
の
同
文
的
箇
所
に
お
け
る
「
也
」
添
加
の
例
を
掲
げ
る
。

①
経
五
箇
年
常
以
所
着
衣
施
常
住
大
衆
倒
(
探
要
法
花
験
記
・
上
2
7
オ
6
)

圃
経
五
年
取
身
所
著
衣
令
弟
子
悉
送
常
住
施
大
衆
・
(
法
華
伝
記
・
巻
6
第
晶
)

②
告
戯
日
我
是
汝
父
也
(
下
1
 
1
オ
7
)

同
語
戯
言
吾
是
汝
父
・
(
巻
5
第
1
 
4
話
)

以
上
、
出
典
と
の
比
較
か
ら
、
探
要
法
花
験
記
に
お
け
る
「
也
」
の
使
用

は
、
探
要
法
花
験
記
が
成
立
す
る
に
際
し
て
の
「
和
化
」
　
の
現
象
の
一
つ
で

あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
仏
教
説
話
・
霊
験
記
の
和
化
漢
文
資
料
に
「
也
」

が
多
く
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
種
の
文
章
の
叙
述
の
形
式
に
「
～
で
あ

る
」
と
い
う
断
定
の
文
が
多
い
こ
と
に
起
因
し
、
こ
こ
に
積
極
的
に
「
也
」

を
使
用
す
る
こ
と
が
こ
れ
ら
の
和
化
漢
文
資
料
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
同
じ
霊
験
記
で
あ
る
法
華
経
験
記
に
は
、
「
也
」
　
の
使
用
が

多
く
な
か
っ
た
こ
と
は
ど
の
よ
う
に
解
し
得
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と

は
、
正
格
漢
文
で
あ
る
法
華
伝
記
に
近
い
漢
字
使
用
を
行
う
こ
と
に
も
現
れ

て
い
る
よ
う
に
、
本
資
料
が
正
格
漢
文
へ
.
の
志
向
性
が
強
い
こ
と
に
起
因
す

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
本
資
料
に
は
、

③
再
拝
脆
地
.
敬
白
。
観
劇
測
地
観
喝
苛
。
倒
笥
訓
笥
叫
。

(
巻
上
第
1
話
9
行
)
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④
鬼
他
曳
笥
盛
叫
。
観
山
割
判
1
m
矧
謝
功
到
。
(
巻
上
第
2
 
1
品
3
行
)

の
よ
う
に
、
字
句
の
数
を
調
え
た
対
句
的
表
現
が
多
用
さ
れ
、
中
国
の
耕
健

文
を
意
識
し
た
文
章
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
㌢

む
す
び

注
好
運
・
探
要
法
花
験
記
の
漢
字
使
用
に
つ
い
て
概
観
を
行
い
、
和
化
漢

文
資
料
中
に
お
け
る
位
置
づ
け
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
異
な
り
字
数
に
お
い
て
は
、
史
書
や
文
書
記
録
類
と
は
異
な

る
説
話
・
霊
験
記
類
と
し
て
の
使
用
を
行
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。
し
か
し
、

使
用
度
数
の
比
較
か
ら
は
、
「
也
」
を
多
用
す
る
こ
と
が
両
資
料
の
特
徴
と

な
っ
て
お
り
、
和
化
漢
文
に
お
け
る
両
者
の
「
近
さ
」
を
感
じ
さ
せ
る
漢
字

使
用
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
以
下
の
二
つ
の
点
に
お
い
て
、
和
化

漢
文
資
料
を
分
類
す
る
指
標
的
事
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

①
説
話
・
霊
験
記
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
お
い
て
「
也
」
が
多
用
さ
れ
る
こ

と
。

②
「
也
」
の
使
用
が
和
化
の
度
合
い
と
相
関
性
を
持
つ
こ
と
。

今
後
、
調
査
資
料
を
広
げ
て
本
稿
に
お
け
る
記
述
の
蓋
然
性
を
高
め
る
こ

と
と
し
た
い
。

注
*
1
東
寺
観
智
院
蔵
注
好
遇
漢
字
索
引
・
醍
醐
寺
蔵
採
要
法
花
験
記
漢
字
索
引
(
私
家

版
二
九
九
九
年
十
一
月
)

*
2
調
査
に
当
た
っ
て
は
、
以
下
の
基
準
を
設
け
た
。

①
漢
字
字
体
は
旧
活
字
正
字
体
に
従
う
こ
と
を
原
則
と
す
る
。

②
異
体
字
は
、
特
に
用
法
上
の
差
昇
が
認
め
ら
れ
る
場
合
以
外
は
、
正
字
体
に
計

上
す
る
。

③
踊
り
字
及
び
抄
物
音
は
、
当
該
字
が
示
す
漢
字
に
計
上
す
る
。

*
3
和
化
漢
文
資
料
に
お
け
る
異
な
り
字
の
量
的
構
造
に
つ
い
て
は
、
先
行
諸
研
究
に

お
い
て
既
に
指
摘
が
存
す
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
は
、
本
資
料
が
こ
れ
ら
諸
文
献

の
漢
字
使
用
の
範
囲
か
ら
逸
脱
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

小
林
芳
規
　
「
古
事
記
音
訓
表
(
下
)
」
(
『
文
学
』
一
九
七
九
年
二
月
)

浅
野
敏
彦
　
「
真
福
寺
本
将
門
記
の
漢
字
・
漢
語
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
(
『
国
語

語
桑
史
の
研
究
』
三
、
一
九
八
二
年
五
月
)

同
　
　
　
　
「
平
安
時
代
公
家
日
記
の
漢
字
-
『
権
記
』
寛
弘
七
年
一
年
間
の
漢

字
-
」
(
『
国
語
文
字
史
の
研
究
』
二
、
1
九
九
四
年
1
0
月
)

前
田
富
棋
　
「
記
録
の
漢
字
」
(
『
漢
字
講
座
5
古
代
の
漢
字
と
言
葉
』
　
一
九
八
八

年
七
月
)

藤
井
俊
博
　
「
本
朝
法
華
験
記
の
語
桑
と
表
記
-
霊
験
記
・
往
生
伝
の
文
体
を
め

く
っ
て
-
」
(
『
京
都
橘
女
子
大
学
研
究
紀
要
』
二
1
、
7
九
九
四

年
一
二
月
)
　
　
等

*
4
各
漢
字
の
中
心
的
な
用
法
を
挙
げ
る
に
止
め
る
。
尚
詳
細
に
帰
納
す
れ
ば
、
異
な

る
用
法
が
存
す
る
も
の
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
数
量
的
な
使
用
の
概
観
を
行
う
こ

と
を
目
的
と
し
、
個
別
的
な
考
察
は
稿
を
あ
ら
た
め
て
行
う
こ
と
と
す
る
。

*
5
和
化
漢
文
を
日
本
語
文
の
表
記
様
式
の
一
つ
と
し
て
認
め
る
立
場
か
ら
は
、
こ
れ

ら
を
「
助
字
」
と
し
て
一
括
り
に
す
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
と
考
え
る
。
こ
こ

で
は
概
観
を
目
的
と
し
て
こ
の
分
類
を
行
っ
た
。

*
6
取
り
上
げ
た
資
料
と
参
考
に
さ
せ
て
頂
い
た
先
学
の
論
は
以
下
の
通
り
。

小
林
芳
規
　
「
古
事
記
音
訓
表
(
下
)
」
(
『
文
学
』
一
九
七
九
年
一
一
月
)

白
藤
歳
事
　
「
日
本
書
紀
の
字
桑
に
つ
い
て
」
(
『
お
茶
の
水
女
子
大
人
文
科
学
紀

要
』
　
1
九
八
1
年
三
月
)

星
野
　
聡
　
『
続
日
本
紀
総
索
引
』
(
一
九
九
二
年
)
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浅
野
敏
彦
A
「
真
福
寺
本
将
門
記
の
漢
字
・
漢
語
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
(
『
国
語

語
桑
史
の
研
究
』
三
、
1
九
八
二
年
五
月
)

三
保
忠
夫
　
「
尾
張
図
解
文
に
お
け
る
漢
字
に
つ
い
て
　
付
「
漢
字
索
引
正
誤
表
」

(
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
第
七
六
輯
、
一
九
八
七
年
二
月
)

前
田
富
棋
　
「
記
録
の
漢
字
」
(
『
漢
字
講
座
5
古
代
の
漢
字
と
言
葉
』
一
九
八
八

年
七
月
)

浅
野
敏
彦
B
「
平
安
時
代
公
家
日
記
の
漢
字
-
『
権
記
』
寛
弘
七
年
一
年
間
の
漢

字
-
」
(
『
国
語
文
字
史
の
研
究
』
二
、
一
九
九
四
年
一
〇
月
)

藤
井
俊
博
　
「
漢
字
頻
度
表
」
(
『
大
日
本
国
法
華
経
験
記
校
本
・
索
引
と
研
究
』

一
九
九
六
年
二
月
)

*
7
前
掲
、
浅
野
論
文
B
に
お
い
て
「
一
つ
の
物
語
を
記
述
す
る
『
将
門
記
』
『
陸
輿

話
記
』
に
比
べ
て
公
家
日
記
の
『
権
記
』
『
小
右
記
』
の
平
均
使
用
度
数
が
高
い

の
は
、
同
一
事
項
を
繰
り
返
し
記
述
す
る
と
い
う
公
家
日
記
の
性
格
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
き
い
の
で
あ
ろ
う
。
」
と
の
指
摘
が
為
さ
れ
て
い
る
。

*
8
古
事
記
・
日
本
書
紀
・
将
門
記
・
尾
張
国
解
文
・
御
堂
閑
自
記
の
デ
ー
タ
は
、
先

掲
論
文
を
参
照
さ
せ
て
頂
い
た
。
大
日
本
国
法
華
経
験
記
に
つ
い
て
は
、
先
掲
資

料
よ
り
私
に
算
出
し
た
。
こ
の
他
、
先
に
掲
出
し
た
資
料
で
こ
こ
に
載
せ
て
い
な

い
も
の
に
つ
い
て
は
、
使
用
度
数
の
調
査
が
終
了
し
て
い
な
い
。

*
9
前
掲
注
6
浅
野
論
文
B
に
お
け
る
権
記
の
調
査
で
は
「
之
(
第
8
位
)
」
「
也
(
第

1
9
位
)
」
が
見
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
も
他
資
料
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
助
字
の
使

用
に
類
す
る
と
は
認
め
難
く
、
御
堂
関
自
記
と
類
似
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
今
後
、
調
査
資
料
を
増
補
し
、
蓋
然
性
を
高
め
る
こ
と
と
す
る
。

*
1
0
「
正
格
漢
文
の
性
格
の
強
い
文
献
で
、
「
之
」
が
極
め
て
多
く
用
い
ら
れ
る
傾
向

が
あ
る
」
と
の
指
摘
が
あ
る
。
(
前
掲
注
3
藤
井
論
文
)
ま
た
同
氏
は
、
法
華
経

験
記
の
漢
字
の
使
用
に
つ
い
て
、
「
之
」
字
の
使
用
が
さ
ほ
ど
多
く
な
い
点
が
、

当
該
資
料
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
と
も
指
摘
し
て
い
る
。

藤
井
氏
が
「
仏
典
な
ど
の
影
響
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
た
こ

の
種
の
漢
字
使
用
は
、
本
稿
の
調
査
で
も
探
要
法
花
験
記
に
お
い
て
同
様
に
認
め

ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
霊
験
記
類
の
特
徴
と
な
る
重
要
な
文
体
指
標
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

*
1
1
「
不
」
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
3
藤
井
論
文
に
、
否
定
表
現
が
大
日
本
国

法
華
経
験
記
の
特
色
と
な
っ
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。
今
回
取
り
上
げ
た
二
資

料
(
注
好
運
・
探
要
法
花
験
記
)
に
は
、
史
書
や
記
録
類
と
は
異
な
る
両
者
共
通

特
有
の
漢
字
使
用
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
「
不
」
の
使
用
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

詳
細
に
個
々
の
漢
字
の
使
用
を
検
討
す
れ
ば
、
そ
の
間
に
違
い
が
存
す
る
こ
と
が

分
か
る
。
ま
た
、
同
じ
霊
験
記
で
あ
っ
て
も
、
法
華
経
験
記
と
探
要
法
花
験
記
と

で
は
「
也
」
の
使
用
接
度
が
大
き
く
異
な
る
。
文
章
内
容
(
ジ
ャ
ン
ル
)
を
超
え

た
和
化
漢
文
の
用
字
基
盤
が
存
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

*
1
2
テ
キ
ス
ト
に
存
す
る
仮
名
を
片
仮
名
で
、
ヲ
コ
ト
点
を
平
仮
名
で
、
句
点
・
読
点

を
そ
れ
ぞ
れ
「
、
」
・
「
。
」
で
示
し
た
。

*
1
3
使
用
度
数
3
0
ま
で
の
漢
字
を
掲
げ
た
。

*
1
4
「
法
」
は
大
日
本
国
法
華
経
験
記
に
お
い
て
使
用
度
数
8
4
9
で
、
第
1
位
で
あ
る
。

*
1
5
法
華
伝
記
に
存
し
な
い
語
・
文
が
探
要
法
花
験
記
に
存
す
る
場
合
、
こ
の
変
化
を

「
沫
加
」
と
称
す
る
。

*
1
6
正
格
漢
文
も
、
ジ
ャ
ン
ル
・
時
代
等
様
々
な
要
因
に
基
づ
い
て
種
々
の
異
な
る
姿

を
呈
す
る
。
こ
の
点
、
本
資
料
を
「
正
格
漢
文
」
と
一
括
り
に
す
る
こ
と
に
は
慎

重
を
要
す
る
が
、
出
典
と
そ
れ
に
基
づ
く
和
化
漢
文
資
料
と
い
う
関
係
性
か
ら
、

と
り
あ
え
ず
こ
の
よ
う
に
捉
え
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

*
1
7
他
の
可
能
性
も
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
「
也
」
の
使
用
を
単
純
に
「
和
化
」

と
捉
え
得
る
の
か
と
い
う
問
題
と
も
合
わ
せ
、
稿
を
あ
ら
た
め
て
考
え
る
こ
と
と

し
た
い
。

○
使
用
テ
キ
ス
ト
　
注
好
選
(
東
寺
貴
重
資
料
刊
行
会
編
『
古
代
説
話
集
注
好
適
《
原

本
影
印
井
釈
文
)
b
)
探
要
法
花
験
記
(
馬
測
和
夫
編
『
醍
醐
寺
蔵
探
要
法
花
験
記
』
)

法
華
伝
記
(
大
正
新
情
『
大
蔵
経
』
第
5
 
1
冊
史
伝
部
2
)
大
日
本
国
法
華
経
験
記
(
藤

井
俊
博
『
大
日
本
酋
法
華
経
験
記
校
本
・
索
引
と
研
究
』
)
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